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候補作品（あいうえお順）／意味・理由 

１．イ オ ア ス 
拠点施設のテーマ、「interaction（多世代交流）」、

「oasis（憩いの場）」、「activity（市民活動）」、「study

（学びの場）」の頭文字です。 

２．い ご ね っ か 

皆で行きましょう栃尾へ。「行こう」を親しみを込めて

栃尾弁にしました。 

３．つ ど い ぴ あ 
集う（つどう）と仲間の意味の「ぴあ」・ユートピアの

「ぴあ」を組み合わせ、多くの住民が訪れ、賑わいのあ

る場所を思い浮かべました。 

４．つ む ぎ 
歴史ある織物の町「栃尾」のシンボルとして、また文

化、地域の人々を紡ぐイメージをしました。 

５．て ま り ば 
「てまり」「鞠場（まりば）」「River」を合わせた名前

です。様々なてまりの模様のように人々から素敵なも

のが生まれるように。かつて鞠をしていた人々が楽し

んで笑い合い交流していた鞠場のようにふれあい賑わ

う場所になるように。栃尾に流れる大きな２つの川を

イメージし、山々からの清水が集まり、絶えず水が流

れる川のように人と人との繋がりが続いていくように

思いを込めました。 

６．ト チ オ ー レ 

「アオーレ長岡」と同じく市の公共施設なので統一感のあ

る響きがあります。「栃尾で会おうれ」の略でもあります。

７．ト チ オ ス 
この施設の「憩いの場」「学びの場」からオアシスのよう

なイメージで「トチオス」にしました。また、地域の拠点

ということで「トチオを押す（オス）」という意味を込め

ました。 

８．と ち お の お と 
栃尾には森から聞こえる水の音、子どもたちの声、休憩場

所での談笑など心安らぐ音が聞こえます。どんな時代で

も、変わらず優しい音が聞こえる栃尾であってほしいと願

いを込めました。 

９．と ち お の み ら い 
地域の交流拠点なので、コロナ禍の未来を願って「とち

おのみらい」にしました。 

10．と ち お ぴ あ 
「栃尾」と仲間・理想郷などの意味がある「ピア」を組み

合わせたました。地域の人々が仲間として集まり、地域が

発展するよう願いを込めました。 

11．と ち ぽ ー と 
栃尾地域の「栃（とち）」と、扉を表わす「ポート」をつ

なげ、親しみ、柔らかさ等を表わすため、ひらがな表記に

しました。 
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